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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

 

１
月
31
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館
５
階

定
員　

15
人
（
先
着
順
）
※
１
院
所
２
人
ま
で

講
師　

歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

 

会
員
院
所
歯
科
衛
生
士
５
千
円
。
別
途
参
考
書
籍

（
有
料
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
。

※
申
込
者
に
は
、
持
参
物
、
開
催
要
項
と
正
式
申
込
書
な
ど

を
後
日
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
ま
す

シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
―
よ
り
よ
い
ス
ケ
ー
リ

ン
グ
の
た
め
に

日
時　

 

１
月
16
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

 

千
里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
７
階
７
０

１
号
室
（「
千
里
中
央
」
駅
北
出
口
か
ら
す
ぐ
）

講
師　

 

山
本
直
典
氏
（
済
生
会
千
里
病
院
歯
科
口
腔
外
科
副

部
長
）　
　

会
費　

会
員
無
料　
　

定
員　

50
人

全
身
疾
患
と
歯
科
治
療
―
身
近
な
有
病
者
の
病
診
連

携
に
つ
い
て

北
大
阪
地
区
会
員
交
流
会

日
時　

１
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

矢
谷
博
文
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
統
合

機
能
口
腔
科
学
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

フ
ァ
イ
バ
ー
ポ
ス
ト
を
用
い
た
接
着
支
台
築
造
法
―

術
後
ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
支
台
築
造
を
め
ざ
し
て

特
別
生
涯
研
修

日
時　

２
月
３
日
（
水
）
午
後
８
時
〜
10
時

会
場　

 

東
洋
ビ
ル
１
階
会
議
室
３
（
南
海
高
野
線
「
堺
東
」

駅
徒
歩
３
分
）

講
師　

中
島
康
氏
（
高
石
市
開
業
）　
　

定
員　

50
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

高
齢
者
に
お
け
る
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
管
理

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

日
時　

２
月
６
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団　
　

会
費　

会
員
千
円

対
象　

会
員
本
人
に
限
る　
　

定
員　

60
人

※
「
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
２
０

１
３
年
８
月
版
」
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

個
別
指
導
対
策
講
習
会

増
え
る
内
部
告
発
、
患
者
通
報
へ
の
対
応

社
保
研
究
部

日
時　

１
月
23
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階　
　

定
員　

50
人

講
師　

 

宇
治
田
竜
一
氏
（
協
会
経
税
部
員
・
大
阪
市
開
業
）

会
費　

会
員
・
家
族
無
料　

未
入
会
者
１
万
円

医
院
経
営
に
生
か
す
決
算
書
の
読
み
方　

税
務
だ
け

で
は
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
！
帳
簿
を
活
用
し
て
経
営
判
断

経
税
部　

院
長
経
営
セ
ミ
ナ
ー

　

天
野
山
金
剛
寺
の
お
ひ
ざ
元
、
河
内
長
野
の
地
で
３
０
０

年
の
歴
史
を
持
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
酒
蔵
が
あ
る
。
地
元
に
根
差

し
た
酒
造
り
に
こ
だ
わ
り
、
地
域
の
活
性
化
に
一
役
買
っ
て

い
る
天
野
酒
（
西
條
合
資
）
を
訪
ね
た
。

　

河
内
長
野
駅
か
ら
徒
歩
数

分
。
杉
玉
を
つ
る
し
た
昔
な

が
ら
の
家
並
み
が
続
い
て
い

る
。
通
称
「
高
野
街
道
酒
蔵

通
り
」
で
国
の
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
桟
瓦
葺
き
の

建
物
が
天
野
酒
だ
。

　

葛
城
山
系
の
き
れ
い
な
水

と
程
よ
い
寒
冷
地
と
い
う
気

候
に
恵
ま
れ
、
か
つ
て
は
い

く
つ
も
の
酒
蔵
が
存
在
し
た

が
、
現
在
、
周
辺
の
大
阪
狭

山
、
羽
曳
野
、
富
田
林
、
千

早
赤
阪
と
い
っ
た
奥
河
内
で

唯
一
の
蔵
と
な
っ
た
。

　

そ
の
昔
、
天
野
山
金
剛
寺

で
は
太
閤
秀
吉
も
愛
飲
し
た

と
い
う
「
僧
房
酒
」
が
造
ら

れ
て
い
た
。
琥
珀
色
で
味
は

濃
厚
甘
口
。

　

そ
ん
な
僧
房
酒
を
復
活
さ

せ
た
の
が
、
第
十
代
蔵
主
・

西
條
陽
三
さ
ん
だ
。
唯
一
残

っ
た
と
い
う
利
点
を
生
か
し

て
、
地
産
地
消
・
地
元
密
着

を
念
頭
に
し
た
酒
造
り
の
傍

ら
、
蔵
の
あ
る
景
観
を
保
存

す
る
た
め
に
石
畳
風
の
道
路

に
地
域
町
内
会
で
杉
玉
を
つ

り
下
げ
た
り
、
夏
は
ホ
タ
ル

観
賞
会
を
会
社
の
敷
地
で
開

催
す
る
な
ど
、
地
域
活
性
化

の
イ
ベ
ン
ト
や
街
づ
く
り
の

仕
掛
け
人
で
も
あ
る
。

　

西
條
さ
ん
の
案
内
で
、
精

米
〜
蒸
米
〜
製せ

い

麹き
く

〜
酒し

ゅ

母ぼ

造

り
〜
仕
込
み
〜
上
槽
〜
火
入

れ
・
瓶
詰
め
と
い
っ
た
工
程

の
説
明
を
受
け
な
が
ら
蔵
内

を
巡
っ
た
。
値
の
張
る
酒
米

山
田
錦
を
主
力
米
に
、
自
社

精
米
を
行
う
な
ど
丁
寧
な
酒

造
り
が
モ
ッ
ト
ー
だ
と
か
。

「
こ
れ
か
ら
の
酒
蔵
が
代
々

続
い
て
い
く
に
は
、
身
の
丈

を
知
り
背
伸
び
せ
ず
、
地
域

密
着
と
地
元
貢
献
し
か
あ
り

ま
せ
ん
」
と
熱
く
語
る
西
條

さ
ん
。

　

仕
込
み
の
シ
ー
ズ
ン
と
あ

っ
て
、
タ
ン
ク
が
立
ち
並
ぶ

蔵
内
に
は
吟
醸
香
が
充
満
し

て
い
た
。
酒
好
き
に
と
っ
て

は
、
垂
涎
の
光
景
を
前
に
、

西
條
蔵
主
は
「
少
し
試
飲
さ

れ
ま
す
か
？
」
と
の
お
心
遣

い
。「
待
っ
て
ま
し
た
」
と

ば
か
り
に
、「
仕
込
み
１
号

の
新
酒
」
を
ゴ
ク
リ
。
そ
の

日
に
絞
っ
た
無
濾
過
生
酒
は

ピ
チ
ピ
チ
の
シ
ュ
ワ
シ
ュ
ワ

♪　

口
当
た
り
が
フ
レ
ッ
シ

ュ
か
つ
フ
ル
ボ
デ
ィ
！
な
飲

み
口
。
そ
の
上
、
数
量
限
定

の
抽
選
販
売
と
い
う
、
か
の

170

310

310

371

天野酒天野酒
河内長野駅河内長野駅

石川石川

南
海
高
野
線

南
海
高
野
線

南
海
高
野
線

南
海
高
野
線

近鉄長野線

近鉄長野線

酒蔵が醸す地域の元気
河内長野・天野酒

酒
蔵
通
り
の
街
並
み

タ
ン
ク
に
貯
蔵
さ
れ
た
新
酒
の

説
明
を
す
る
西
條
さ
ん　
　
　

多
彩
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

行
く
年
を
親
し
き
人
と
和
み
け
り

こ
ん
な
に
も
銀
世
界
と
は
お
正
月

去
年
今
年
達
成
途
中
こ
れ
で
よ
し

着
ぶ
く
れ
て
鮨
屋
へ
老
い
の
車
椅
子

沈
丁
の
香
を
連
れ
雨
の
中
見
舞
ふ

応
対
は
マ
ス
ク
外
し
て
顔
見
て

大
根
引
き
尻
餅
つ
け
ば
空
笑
う

事
も
な
げ
に
雲
の
行
く
な
り
大
寒
波

雪
片
の
風
に
も
ま
れ
て
踊
り
た
る

「
ア
ナ
雪
」
の
お
伽
の
国
へ
白
木
連

俳　
　

句
久
松　

聰
（
高
槻
市
）

　

第
３
次
安
倍
内
閣
を
み
て

驚
い
た
の
は
「
一
億
総
活
躍

相
」
の
誕
生
だ
。「
一
億
総

活
躍
社
会
」
と
は
国
民
に
、

何
に
む
け
て
ど
の
よ
う
な
活

躍
を
求
め
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
安
倍
首
相
が
好
ん
で

使
う
抽
象
的
な
美
句
の
類
で

大
風
呂
敷
を
広
げ
て
、
な
ん

と
な
く
沈
滞
し
た
現
社
会
を

良
く
し
て
く
れ
そ
う
な
省
庁

で
は
と
の
幻
想
も
湧
く
が
、

先
の
大
戦
を
生
き
た
も
の
に

は
悪
夢
の
再
来
で
あ
る
。

　

「
一
億
云
々
」
が
、
も
て

は
や
さ
れ
た
昭
和
10
年
代
の

大
日
本
帝
国
は
「
大
東
亜
共

栄
圏
建
設
」
の
野
望
に
燃

え
、
聖
戦
の
名
の
下
、
侵
略

戦
争
に
突
入
し
て
い
た
。
こ

の
用
語
は
、
日
支
事
変
当
時

の
「
一
億
一
心
」
を
嚆
矢

に
、「
鬼
畜
米
英
」
と
の
戦
争

の
拡
大
激
化
に
伴
い
「
一
億

皆
兵
」「
進
め
一
億
火
の
玉

だ
」「
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝

つ
迄
は
」
を
合
言
葉
に
「
勝

利
の
日
ま
で
」
と
頑
張
っ
た

戦
い
も
、
敗
色
濃
く
本
土
決

戦
が
叫
ば
れ
出
す
と
「
一
億

総
特
攻
」「
一
億
玉
砕
」
と

な
り
、
全
国
民
に
死
が
強
要

さ
れ
よ
う
と
し
た
。

　

即
ち
、
時
の
政
権
が
無
理

や
り
に
国
民
を
政
府
の
意
図

す
る
方
向
へ
誘
導
し
よ
う
と

す
る
と
き
に
使
う
用
語
で
あ

り
、
戦
争
に
血
塗
ら
れ
た
言

葉
な
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
一
億
云
々
」
は

国
民
に
団
結
を
求
め
た
り
、

士
気
を
鼓
舞
し
高
揚
を
図
る

目
的
で
標
語
・
軍
歌
・
講
演

な
ど
に
多
用
さ
れ
、
巷
に
あ

ふ
れ
た
の
は
戦
争
一
色
の
時

代
だ
っ
た
。

　

だ
か
ら
、
戦
後
政
策
や
講

演
に
お
い
て
、
こ
の
用
語
を

用
い
た
宰
相
は
い
な
か
っ
た

と
思
う
が
、
久
し
ぶ
り
に
耳

に
す
る
の
も
戦
前
回
帰
を
目

論
む
安
倍
首
相
な
ら
で
は
の

発
想
で
あ
る
。

　

先
の
国
会
で
憲
法
を
な
い

が
し
ろ
に
、
民
意
を
無
視
し

て
成
立
さ
せ
た
戦
争
法
共

々
、
我
が
国
が
再
び
愚
か
な

道
を
選
ば
ぬ
よ
う
危
機
感
を

も
っ
て
監
視
し
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

「
一
億
云
々
」い
つ
か
来
た
道

門
奈　

丈
石
（
平
野
区
）

「
僧
房
酒
」
ま
で
特

別
に
ふ
る
ま
っ
て
も

ら
う
こ
と
に
。
そ
の

ま
ま
飲
む
よ
り
も
バ

ニ
ラ
ア
イ
ス
に
か
け

て
も
合
う
様
な
濃
厚

さ
に
大
満
足
の
ひ
と

時
で
あ
っ
た
。

（
港
区
・

 

平
尾
清
司
）

読者プレゼント「天野酒」を５人に

天野酒酒蔵見学

応募方法＝ハガキで①住所②氏名③
電話番号を記入の上、
送り先＝〒556-0021　大阪市浪速区
幸町1-2-33
大阪府歯科保険医協会
新聞部天野酒プレゼント係
応募締め切りは１月25日。当選者の
発表は発送をもって代えます。

日時　１月30日（土）午後４時～５時
　　　午後３時30分に南海高野線　
　　　「河内長野」駅改札口前に集合
会費　１人600円　　定員　20人
　　　要事前申し込み
申し込みは協会まで06-6568-7731
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